
I (1） 第260号 広 報 あ か い け 昭和59年9月1日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課 文書広報係 云（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

鳶

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
 

なしの出荷：市場、水永雄さん宅で 

畿嶋，、 

赤池には約20 h aのなし園があり、約30戸のなし 

作り農家は今、出荷に大忙し。 

7月下旬には「新水」 8月上旬から中旬にかけて 

は「幸水」 8月下旬には「菊水」「豊水」10月上旬に 

は「新高」と異なった品種がつぎつぎに出荷される。 

昭和49年から初まった共同販売で、約4割のなし 

が農協を通じて、国内はもとより、遠く海外へも出 

荷されている。 

×A 
轟
 

凸
・
 収

 
蝉時雨・花火・盆踊り’高校野球と夏の風物も終 

り、秋はすぐそこに感じられる。 

透きとおるような蒼空につつまれ、赤トンボが飛 

び交い、うつろいゆく自然は、人々をしみじみとし 

た情感の世界へと誘ってくれる。 

9月は固定資産税3期分の納税月です。 
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(3） 第260 号 昭和59 年9月1日 し、 あ
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2
つ
の
テ
ー
マ
●
5

つ
の
政
策
を
基
本
に
 

昭和59 年9月1日 け
 

カ
 

あ
 

り
反
 

圭
十
 

広
 

一
 池永町政オ〕s、ス タ ／ノぐ 

ん
な
の
力
で
未
来
の
赤
池
を
“
【
 

七
月
二
十
九
日
岡
に
行
わ
れ
た
赤
池
町
長
選
挙
で
当
選
し
た
池
永
輝
昭
 

町
長
は
、
八
旦
二
日
、
出
迎
え
の
職
員
の
拍
手
の
中
を
初
登
庁
さ
れ
、
池
 

永
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
八
月
六
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
町
議
会
で
 
「
行
政
に
活
力
を
、
将
 

来
に
夢
を
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
と
健
全
財
政
の
確
立
な
ど
の
五
つ
の
 

重
点
施
策
を
中
心
に
し
た
今
後
の
町
政
執
行
に
つ
い
て
の
所
信
を
述
べ
ま
 

し
た
。
 

以
下
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

②
長
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
 

い
ず
れ
の
地
方
公
共
団
体
、
国
 

も
し
か
り
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
 

行
政
を
進
め
て
い
く
も
の
に
と
っ
 

て
、
基
本
構
想
は
必
要
不
可
欠
な
 

も
の
で
あ
る
。
 

年
度
、
年
度
で
そ
の
見
直
し
を
 

せ
ざ
る
を
得
な
い
情
況
も
出
て
く
 

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
町
民
の
み
 

な
さ
ん
、
各
団
体
、
学
職
経
験
者
 

[8月6日の臨時町議会で所信表明をする池永町長】 

議
会
代
表
等
を
交
じ
え
、
幅
広
い
 

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
も
う
一
度
 

我
が
町
の
進
む
方
針
を
示
し
た
マ
 

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
く
。
 

総合計憂基本計画 
撒霞yぐえ『牟＝L ェ線 

夢響響響響費 
兼海’ ー 一一 

③
企
業
誘
致
に
よ
る
町
の
活
性
化
 

地
域
振
興
整
備
公
団
に
売
却
し
 

た
三
十
万
六
千
平
方
メ
“
ル
の
工
場
 

団
地
の
完
成
を
一
日
も
早
く
関
係
 

機
関
に
お
願
い
し
、
何
と
か
当
町
 

に
居
住
す
る
男
子
が
安
心
し
て
一
 

家
の
生
計
を
支
え
る
に
足
り
る
男
 

子
雇
用
型
の
企
業
誘
致
を
、
全
町
 

民
的
な
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
 

④
救
急
夜
間
診
療
の
で
き
る
 

下
田
川
公
立
病
院
の
建
設
 

昭
和
四
十
年
代
初
め
か
ら
、
先
 

、
輩
諸
氏
が
、
公
立
病
院
の
あ
る
べ
 

き
姿
の
討
議
を
重
ね
て
き
た
。
 

医
師
会
の
同
意
や
派
遺
医
師
に
 

つ
い
て
も
だ
い
た
い
の
目
ど
が
つ
 

い
て
は
い
た
が
、
財
政
事
情
が
許
 

き
た
い
。
 

ま
た
、
企
業
側
に
そ
の
期
待
を
 

か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
町
民
 

を
含
め
た
我
々
受
け
入
れ
側
に
間
 

題
は
な
い
か
、
今
一
度
見
つ
め
直
 

し
て
、
町
百
年
の
将
来
の
た
め
、
 

企
業
誘
致
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
 

課
題
の
ー
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識
 

で
取
り
組
み
た
い
。
 

【昭和48年に策定された赤池 
町総合計画の基本計画書】 

さ
な
か
っ
た
と
い
う
経
過
が
あ
る
。
 

財
政
事
情
は
と
も
か
く
、
今
後
 

ま
す
ま
す
民
間
医
療
が
、
日
曜
、
 

祭
日
、
夜
間
の
救
急
医
療
か
ら
遠
 

ざ
か
っ
て
い
く
現
情
を
埋
め
合
わ
 

せ
る
た
め
、
公
立
病
院
が
そ
の
使
 

命
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

時
代
に
入
っ
て
い
る
。
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①
健
全
財
政
の
確
立
 

現
在
の
財
政
状
況
を
ひ
と
り
ひ
 

と
り
が
深
く
認
識
し
な
が
ー
ら
、
勉
 

強
の
や
り
直
し
を
し
て
、
構
造
的
 

な
も
の
も
含
め
て
健
全
財
政
を
確
 

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

高
度
成
長
期
の
よ
う
に
普
通
交
 

付
税
が
自
然
に
増
え
る
時
代
な
ら
 

と
も
か
く
、
国
の
公
債
費
も
百
一
一
 

十
兆
円
と
い
う
膨
大
な
数
字
に
な
 

⑤
残
存
鉱
害
の
早
期
完
全
処
理
 

赤
池
町
の
鉱
害
は
、
年
々
復
旧
 

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
 
一
番
大
き
 

な
問
題
で
あ
る
町
部
三
百
十
余
戸
 

の
毎
年
定
期
的
に
受
け
る
水
害
の
 

解
決
が
今
一
つ
遅
れ
て
い
る
。
 

鉱
害
復
旧
と
い
う
千
載
一
遇
の
 

こ
の
機
会
に
、
低
環
境
、
不
良
環
 

境
、
同
和
混
住
地
域
の
環
境
整
備
 

の
、
ど
の
制
度
が
一
番
適
切
か
を
 

検
討
し
て
、
都
市
計
画
を
含
め
 

て
の
鉱
害
完
全
復
旧
が
こ
の
機
会
 

に
で
き
な
い
か
、
今
後
の
課
題
と
 

し
て
関
係
者
と
話
し
合
い
な
が
ら
 

そ
の
行
政
上
の
責
任
を
果
た
し
て
 

い
き
た
い
。
 

【町部269 戸が床上浸水した 
昭和54年6月30日の豪雨】 

以
上
、
い
ず
れ
も
重
要
な
課
題
 

で
あ
り
、
 

一
人
の
人
間
で
解
決
す
 

る
の
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

る
と
と
も
に
、
国
税
三
税
が
軒
並
 

み
減
少
の
情
況
に
あ
る
現
情
を
考
 

え
る
と
き
、
地
方
公
共
団
体
の
交
 

付
税
が
増
加
す
る
と
い
う
ご
と
は
 

当
面
考
え
ら
れ
な
い
。
 

そ
の
た
め
何
と
し
て
で
も
経
常
 

収
支
比
率
を
百
以
下
に
押
え
て
、
 

財
政
運
営
が
弾
力
的
に
か
き
る
」
 

う
、
こ
D
幾
ヘ
パ
に
み
ん
な
で
真
】
 よ

 

』
 

う
、
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
真
剣
 

う
「
こ
の
機
ム
ム
に
み
ん
な
で
真
剣
 

秘
 

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

麟
 

1
日
（
土
）
 

防
災
の
日
、
健
康
増
進
普
 

及
運
動
月
間
、
ガ
ン
征
圧
 

月
間
、
二
百
十
日
 

5
日
（
水
）
 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
 

（
轟
諮
m
瞥
鶏
臨
耐
集
会
所
）
 

9
日
（
日
）
 

赤
池
町
少
年
野
球
十
周
年
 

11 10 15 14 12 

記
念
大
会
（
叩
繊
竺
 

救
急
の
日
 

日
（
月
）
 

十
五
夜
 

日
（
火
）
 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
 

命
鷺
益
瞥
講
公
民
館
）
 

婦
人
セ

III

ナ
ー
（
窯
麓
）
 

日
（
水
）
 

乳
児
一
斉
健
診
（
響
隊
恕
讐
 

日
（
木
）
養
命
大
学
（
躍
麟
）
 

日
（
金
）
 

敬
老
の
日
 

16 

日
（
木
）
 

四
保
育
所
合
同
体
育
の
つ
 

ど
い
（
m
騨
響
し
 

20 

日
（
木
）
 

彼
岸
入
り
、
動
物
愛
護
週
 

間
 

21 

日
（
金
）
三
種
混
合
（
喫
隊
桧
讐
 

22 

日
（
土
）
民
生
委
員
会
（
舞
半
か
ら
）
 

23 

日
（
日
）
 

秋
分
の
日
 

25 

日
（
火
）
 

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
（
躍
鑓
）
 

26 

日
（
水
）
 

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

命
謙
或
議
）
 

解
放
講
座
（
難
黙
聖
 

彼
岸
明
け
 

28
 

日（金） 

養
命
大
学
（
窯
麓
）
 

B
・c

・G
（
喫
隊
恕
讐
 

30 

日
（
日
）
 

第
 20 

回
田
川
郡
身
体
障
害
 

者
体
育
大
会
（
麟
鷺
グ
ラ
ウ
ノ
ド
）
 

町
民
ケ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

犬は迷惑をかけないよう責任をもってー 9 月20日～26日は動物愛護週間 
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(5） 第260 号 Iム 報 あ か し、 

/ 

× 

タウン 

思いたちませんかマイホー ム” 

完売問近こ重池三三ニ 

分譲区画・面積・価格ー覧表 

町では、町民会館と工場団地中間の町有地を赤う也ニユータウンとして 

宅地分譲していますが、空区画も残りわずかとなりました。 当団地は全 

区画水洗トイレ・集中プロパン方式の近代的住宅団地です。 

町内外を問わず、居住に要する住宅を建築する人であれば、どなたで 

も購入できます。 土地代金も2年以内に4回の分納ができます。 マイホ 

ームを、とお考えの方、ぜひ一度ご覧ください。 

.rT 当り17,500円と17,000円 

（坪当り57,851円と56,198円） 

●163m (49坪）から320n (97坪） 

まで 

●間い合せ先 

役場総務課企画係 

ft2004（内42) 

地
号
 

宅
番
 

土 地 面 積 
譲渡価格（円） 

市 坪 

A -i '272 .97 8 2 .5 .7 4 ,640 ,490 

2 272 .96 8' 2 .5 7 4 ,640 ,320 

3 272 .95 82 .57 4 ,640 ,150 

4 272 .97 82 .57 4 ,640 ,490 

5 272 .97 82 .57 4 ,640 ,490 

6 272 .96 82 .57 4 ,640 ,320 

8 297 .66 90 .04 5 ,209 ,050 

9 270 .64 81 .87 4 ,600 ,880 

10 270 .66 81 .87 4 ,601 ,220 

n 270 .66 .81.87 4 ,601 ,220 

12' 2.7 0 .6 6 81 .'87 4 ,601 ,220 

14 '2・ 53 .30 76 .62 4 ,432 ,750 

15 2.38".29 72 .08 4 ,050 ,930 
B 司 321 .66 97 .30 5 ,468 , .220 

8 234 .92 71 .06 3 ,9 913 , 640 

9 2.36 . 7 7 71 .62 4 ,025 ,090 

10 236 .21 71 .45 4 ,01 5 ,570 

12 243 .44 73 .64 4 ,1 38 ,480 

13 241 .60 73 .08 . 4 ,1 07 ,200 

16 2 2 6I.6 8 68 .57 3 ,966 ,900 

17 218 .43 66 .08 3 ,713 ,310 

18 162 .68 49 .21 2,765 ,560 

C 司 294 .12 88 .97 5 ,000 ,040 

2 242 .48 73 .35 4 ,122 ,160 

6 227 .51 68 .82 3 ,867 ,670 

7 227 .52 68 .82 3 ,867 ,840 

13 2 1 4 .5 1 64 .89 3,646 ,670 

赤池郵便局長 
に赴任した 

清原重喜さん 

赤
池
郵
便
局
長
に
清
原
重
喜
さ
ん
が
 

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

清
原
局
長
は
、
赤
池
の
伏
原
出
身
。
 

二
十
九
歳
ま
で
赤
池
に
お
ら
れ
、
そ
の
 

後
直
方
局
を
振
り
出
し
に
九
州
各
地
を
 

転
勤
さ
れ
、
七
月
十
七
日
付
け
で
粕
屋
 

郡
宇
美
局
か
ら
赤
池
局
長
と
し
て
赴
任
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

「
厳
し
い
郵
便
事
情
の
中
で
す
が
、
地
 

元
出
身
で
も
あ
る
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
 

に
溶
け
込
み
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
 

よ
う
、
地
域
対
策
に
取
り
組
み
た
い
」
 

インテイア力教室にこ参加を” 

町内のご婦人の方でスポーツを愛好する方 

お集まりください。 初心者を歓迎します。 

〇練習日／毎月第1・第3 月曜日 夜8時から 

〇場 所／上野小学校体育館 

〇会 費／年間千円（開講日に納入） 

〇開始日／9 月17日 会場へおいでください。 

くわしくは教育委員会へ（廿4100) 

>/ 

と
お
つ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

直
方
市
上
境
に
奥
さ
ん
と
大
学
四
年
 

の
お
嬢
さ
ん
と
三
人
暮
ら
し
、
昭
和
九
 

年
一
月
二
十
二
日
生
ま
れ
、
五
十
歳
。
 

現
況
届
を
 

忘
れ
ず
に
 

老
齢
年
金
、
通
産
老
齢
年
金
の
受
給
 

者
は
、
毎
年
一
回
受
給
者
の
誕
生
月
に
 

現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

現
況
届
は
、
年
金
受
給
者
が
、
引
き
 

続
い
て
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
 

提
出
が
な
い
と
年
金
の
支
払
い
が
一
 

時
差
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
I
 

現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
、
受
 

給
者
の
誕
生
月
の
上
旬
に
社
会
保
険
庁
 

か
ら
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
 

事
項
を
記
入
し
、
捺
印
し
て
役
場
の
証
 

明
を
受
け
て
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
届
 

く
よ
う
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

老
後
の
生
活
設
計
は
 

国
民
年
金
を
基
本
に
 

い
ま
、
赤
池
町
で
は
千
四
百
六
十
五
 

人
の
人
が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
老
後
 

に
備
え
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
 

る
人
ば
五
百
十
二
人
で
、
そ
の
金
額
は
 

一
億
六
千
八
百
万
円
に
の
ぼ
り
、
ほ
と
 

ん
ど
の
お
年
寄
り
が
年
金
を
受
給
し
て
 

い
ま
す
。
老
後
の
生
活
を
個
人
の
力
で
 

備
え
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
若
い
あ
な
た
も
年
金
制
度
に
加
 

の
確
認
を
受
け
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
 

入
し
、
老
後
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
 

田

中

 
一
一
美
代
さ
ん
（
市
津
）
 

（
上
野
病
院
事
務
室
勤
務
）
 

上
野
病
院
に
勤
務
し
て
五
年
目
。
 

受
付
や
医
療
請
求
事
務
な
ど
を
し
て
 

い
ま
す
。
 

お
花
を
習
い
、
ド
ラ
イ
ブ
や
旅
行
 

が
趣
味
と
い
う
明
る
い
お
嬢
さ
ん
。
 

吉
川
晃
司
の
フ
ァ
ン
で
、
背
が
高
 

く
、
頭
が
切
れ
、
抱
擁
力
が
あ
る
花
 

婿
さ
ん
を
募
集
中
と
か
。
 

勝
木
一
郎
事
務
長
の
お
話
 

朗
ら
か
で
愛
き
上
う
が
あ
り
、
い
 

つ
も
笑
顔
で
接
し
て
い
ま
す
。
親
し
 

ま
れ
、
好
感
の
も
て
る
女
性
で
す
。
 

一
 

ッ
い
母
い
甲
い
か
い
田
い
り
い
り
い
り
い
り
い
り
＠
討
v
研
申
い
N
v
い
り
い
り
い
加
v
い
り
研
・
り
研
・
り
研
心
い
母
い
か
い
加
v
飽
 

阿
蘇
黄
菅
へ
の
旅
 

小
場
 
妙
子
 

真
夏
日
の
続
く
七
月
末
週
、
 

歩
先
 

生
を
囲
む
一
行
八
名
、
恰
も
林
間
学
校
 

に
で
も
行
く
様
な
楽
し
い
雰
囲
気
で
出
 

発
。
ト
ラ
ノ
ク
ー
杯
に
積
み
込
ん
だ
飲
 

料
は
折
か
ら
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
 

れ
る
の
に
充
分
／
 
熊
本
ま
で
の
道
程
 

も
寡
黙
の
男
性
に
比
べ
何
か
と
賑
や
か
 

な
女
性
達
で
あ
る
。
 

待
ち
受
け
て
い
た
阿
蘇
野
は
生
憎
の
 

タ
立
で
あ
っ
た
が
、
日
暮
れ
を
早
め
る
 

雨
は
高
原
の
涼
を
一
気
に
集
め
て
タ
菅
 

の
灯
る
裾
野
へ
と
急
ぐ
。
雨
の
阿
蘇
に
 

心
を
残
し
つ
、
明
日
の
天
気
を
期
待
し
 

て
宿
に
着
く
。
 

闇
が
迫
る
と
近
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
か
 

ら
子
供
達
の
賑
や
か
な
歓
声
が
あ
が
り
 

楽
し
い
夏
の
夜
の
風
景
で
あ
る
。
翌
日
 

は
清
々
し
い
朝
を
迎
え
、
高
原
の
爽
や
 

か
な
夏
を
満
喫
す
る
。
 

ほ
と
と
ぎ
す
宿
に
ー
と
息
つ
き
し
と
き
 

涼
し
さ
に
夢
を
つ
な
ぎ
て
峡
の
温
泉
 

み
つ
子
 

タ
菅
の
一
夜
の
命
霧
に
咲
く
 

霧
と
ん
で
」
晃
鳥
の
鏡
声
か
な
 

田
鶴
子
 

雑
念
の
と
く
失
せ
て
を
り
タ
菅
に
 

野
焼
見
し
裾
野
黄
菅
の
一
望
に
 

駒
 
女
 

闇
の
野
を
遊
び
場
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
の
子
 

日
盛
り
を
眠
り
て
黄
菅
宵
を
待
つ
 

妙
 
子
 

×
 

ノ
 

/ 

× 

、

，

/

 

沢
あ
や
め
記
憶
定
か
に
せ
し
瀬
音
 

牛
冷
や
す
て
ふ
火
口
湖
や
草
千
里
 

は
る
の
女
 

黄
菅
咲
く
一
大
花
園
な
し
て
阿
蘇
 

限
り
な
く
黄
菅
の
染
め
し
裾
野
か
な
 

雨
 
亭
 

キ
ャ
ン
プ
漫
を
は
し
ゃ
げ
る
子
等
の
声
 

前
の
バ
ス
キ
ャ
ン
プ
道
具
を
積
ん
で
お
り
 
末
 
子
 

選
者
吟
 

草
の
中
色
を
唯
し
て
ね
じ
り
花
 

タ
管
に
山
の
寡
黙
の
深
ま
り
ぬ
 

星
空
は
若
者
の
も
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
 

一
歩
 

つ

れ

 
つ
 
れ

に

⑩

⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

精
気
満
つ
若
葉
青
葉
の
朝
の
庭
 

襲
叫
の
空
ゆ
た
か
な
り
夏
の
眺
 

玄
関
先
萄
薬
の
花
ひ
ら
き
初
む
 

バ
ッ
ク
肩
に
通
院
バ
ス
待
つ
庭
新
樹
 

手
ご
ろ
よ
き
ス
テ
ッ
キ
新
調
夏
の
朝
 

明
け
早
し
湯
茶
膳
そ
ろ
え
作
務
の
姥
 

タ
食
後
池
辺
め
ぐ
る
や
月
見
草
 

つ
れ
づ
れ
を
抜
筆
し
梅
雨
ぐ
も
り
 

鉄
砲
百
合
通
院
窓
ロ
ゆ
か
し
朝
 

庭
の
枇
杷
も
ぐ
や
総
出
の
老
い
三
ケ
 

夏
や
せ
を
問
診
指
示
う
け
力
口
刈
ー
源
 

暑
中
見
舞
筆
と
る
手
元
ふ
る
へ
初
む
 

パ
ー
ト
ら
の
歌
声
和
し
て
星
祭
 

め
ぐ
り
来
る
無
限
の
ロ
マ
ン
ニ
つ
星
 

扇
風
機
不
快
の
温
度
を
か
き
回
す
 

遠
花
火
見
し
川
岸
も
早
や
む
か
し
 

金
、
石
油
な
ど
の
海
外
先
物
取
引
 

を
利
用
し
た
悪
質
取
引
に
ご
注
意
を
“
【
 

昭
和
五
十
四
年
秋
ご
ろ
か
ら
、
 
一 

般
消
費
者
に
対
し
て
、
香
港
な
ど
の
 

海
外
商
品
取
引
所
の
売
買
取
引
を
勧
 

誘
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
業
者
の
中
に
は
悪
質
な
 

も
の
が
多
く
、
言
葉
た
く
み
に
消
費
 

者
を
取
引
に
巻
き
込
み
、
大
金
を
巻
 

き
上
げ
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
ま
 

す。 

悪
質
な
手
口
い
ろ
い
ろ
 

こ
う
し
た
海
外
商
品
取
引
業
者
の
 

悪
質
な
手
口
の
例
は
 

▼
客
に
対
し
て
「
も
う
か
る
」
 
こ
と
 

が
確
実
だ
と
誤
解
さ
せ
勧
誘
し
、
 

何
時
間
も
ね
ば
る
。
 

▼
契
約
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
 

と
、
テ
レ
ッ
ク
ス
な
ど
で
発
注
し
 

た
こ
と
を
口
実
に
、
強
引
に
取
引
 

き
に
誘
い
込
む
。
 

▼
顧
客
の
注
文
を
海
外
商
品
取
引
所
 

に
取
り
つ
か
ず
呑
ん
で
し
ま
う
。
 

▼
架
空
の
相
場
を
用
い
て
損
金
を
発
 

生
さ
せ
る
。
 

▼
契
約
に
う
と
い
老
人
や
主
婦
を
取
 

引
へ
勧
誘
す
る
。
 

マ
多
額
の
解
約
料
を
請
求
し
た
り
、
 

決
済
を
申
し
出
て
も
応
ぜ
ず
、
応
 

じ
た
と
し
て
も
精
算
金
を
返
還
し
 

な
い
。
 

法
律
で
書
面
の
交
付
を
義
務
づ
け
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
海
外
商
品
 

市
場
に
お
け
る
先
物
取
引
の
受
託
等
 

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
 

た
 。

 こ
の
法
律
は
、
業
者
に
対
し
、
次
 

の
よ
う
な
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
書
面
 

の
交
付
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
 

不
当
な
勧
誘
な
ど
の
行
為
の
禁
止
な
 

ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
 

▼
勧
誘
し
た
と
き
▼
契
約
を
締
結
し
 

た
と
き
▼
顧
客
か
ら
売
買
注
文
が
あ
 

っ
た
と
き
▼
売
買
契
約
が
成
立
し
た
 

と
き
▼
保
証
金
を
受
領
し
た
と
き
。
 

か
な
り
危
険
な
取
引
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
海
外
商
品
先
 

物
取
引
に
つ
い
て
は
、
取
引
先
が
海
 

外
で
す
の
で
、
時
々
刻
々
変
わ
る
相
 

場
を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
為
 

替
相
場
の
変
動
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
 
一
般
の
方
に
は
 

か
な
り
危
険
な
取
引
き
と
い
え
ま
す
。
 

取
引
を
す
る
意
思
の
な
い
場
合
は
 

キ
ッ
パ
リ
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
 

万
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
 

と
き
は
、
最
寄
り
の
消
費
者
セ
ン
タ
 

ー
や
福
岡
通
商
産
業
局
商
工
部
消
費
 

経
済
課
（
合
0
9
2
1
4
3
1
1
1
 

3
0
1

）
な
ど
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
 

、
 
。
 

・

、
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み
な
さ
ん
わ
善
意
で
お
年
寄
り
の
二
「
足
）
を
確
保
 

ー
福
祉
バ
ス
が
新
車
に
・
一
部
ら
路
A
線
シ
を
ブ
変
更
ー
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
下
次
 

男
会
長
）
は
、
老
朽
し
た
旧
福
祉
バ
ス
 

を
買
い
換
え
る
た
め
、
み
な
さ
ん
か
ら
 

「
福
祉
バ
ス
購
入
資
金
」
 
の
援
助
を
募
 

っ
て
い
ま
し
た
が
、
広
報
紙
で
も
お
知
 

ら
せ
し
た
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
善
意
 

が
予
定
の
額
に
達
し
、
今
回
、
新
し
い
 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
購
入
し
ま
し
た
。
 

新
し
い
福
祉
バ
ス
は
 
『
ふ
れ
合
い
号
』
 

と
命
名
さ
れ
、
二
十
九
人
乗
り
で
冷
房
 

完
備
。
八
月
十
七
日
か
ら
運
行
し
て
い
 

あ
 

報
 

広
 

(7） 第260 号 広 報 あ か い け 昭和59年9月1日 
号
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に
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エンゼルクイズ 

【第100回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】 

投票獲得またはロ得させない目的で、計画 

的あるいは連続的に選挙人の住居を戸別に訪 

間してまわる反則をロロ訪問と呼びます。戸 

別訪問は一時許されていたことがありました 

が、選挙人の家を戸別訪問してまわることは 

買収など悪質なロロ違反の絶好のチャンスに 

なりがちですし、また、ひざ詰めで投票強制 

を行う機会にもなりやすいので再び禁止され 

ました。 

【応募の要領】 

ロの中に文字を入れ、 9月17日までに赤池 

町役場総務課ェンゼルクイズ係へお送りくだ 

さい。抽せんで正解者3人に図書券を贈りま 

、す。 

【第99回の解答】 

人情 有権者 

【正解者】 

応募総数15通のうち正解12通。厳正な、抽せ 

んの結果、次の人に図書券を送ります。 

（敬称略） 

レ近藤ゆかり（小藤団地） 

レ奥畑智賀良（高見台） 

レ福田有一（赤池ニュータウン） 

Z 
織 

7 月末日住民登録 Q 

（前月比） 

D 9,914( + 19) 

弓 一 4,719( +8 ) 

え’. 5,.195( +11) 

帯 3,268( +8 ) 

月諸祉也藻憲一議鱗象 

【休館日】 

3日、10日、15日 
16日、24日 

【福祉バス運行日】 

休館日および祝祭日 
を除く毎日 

【仏教法話会】 

9月13日困 
午前11時から 

× 

‘車 
戸「露iミ 

【演芸】 

入館者へ自由に舞台 
を提供します。ご利 

用ください。 
【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 
午前10時から 

午後3時まで 

石炭鉱害事業団九J'~1支部および福岡通商産業局が7月1 日付けで、鉱 

害被害者の方が行う陳情の要領を発表しましたので、その主な点をご紹 

介します。 

詳細については下記または石炭鉱普事業団田川事務所（か09474-4-77 

11） へお間い合せください。 

石炭鉱害事業団九州支部 福岡通商産業局 

陳
情
の
申
し
込
み
 

個人または少人数の鉱害被害者 

は希望する日の3 日前までに文 

書または口頭で。鉱害被害者が 

組織する団体等‘が行う陳情は20 

日前までに文書で所管課に。こ 

の場合、30人以内で。 

その内容が2課以上にまたがり 

または20人以上の陳情は、希望 

する日の20日前までに申込書に 

陳情書を添えで鉱害課に。 

内容が1課のみの所管で20人未 

満の陳情は3日前までに所管す 

る課に。 

日
時
等
の
制
限
 

団体陳情は土曜日・休日を除く 

日。個別陳情は火・木・土曜日 

および休日を除く日。 

午後1時から午後5時までの範 

囲内で3時間を限度に。 

団体陳情は土曜日・休日を除く 

日。 20人未満の陳情は火・木・ 

土曜日、日曜日および休日以外 

に受け付け。 100人以上の陳情 

・午前10時以前および午後5時 

以降の陳情など。 

陳
情
の
打
切
り
 

職員の安全を脅かすような行為 

があった場合。陳情受付通知等 

に反した場合。意見が対立し、 

それ以上の進展が期待できなく 

なったなど、陳情の続行が困難 

となった場合。 

左
 

同
 

住
 
所
 

福岡市博多区博多駅東 

3 -3 一3新比恵ビル 

福岡市博多区博多駅東 

.2 -11-- 1 福岡合同庁舎 

云
 

09 2-4 3 1-7 7 1 1 092 一431 一1301 

そ

の

他

 

す
 

士
よ
 

．い・ 
て
 

・
し
一
一
 

備
 

準
 

二
も
 

に
 

課
 

害
 

鉱
 

設
 

建
 

場
 

役
 

は
 

圭
目
 

込
 

申
 

清
 

陳
 

× 

ノ 

ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
 
『
ふ
れ
合
い
号
」
 
は
旧
 

福
祉
バ
ス
よ
り
大
型
と
な
り
、
大
和
町
 

福祉バス運行路線 

一第1 便 

【新しくなった福祉バス「ふれあい号」】 

福祉バスの主な通過点と 予定通過時刻 

第2便 

青 
A 柳 
~、 不 
―、 老 
I 、園高鶴窯 

"Oil碧 
くつぐーひー一ー――」 

昭
和
町
、
稲
荷
町
付
近
の
通
行
が
困
難
 

な
た
め
、
 

一
部
の
路
線
が
図
の
よ
う
に
 

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

K
K
倣
バ
イ
パ
ス
）
 

（
堤
防
）
 

●
市
津
 

日吉神社 

原
田
 

三
区
公
民
館
 

r
ー
ー
ー
ー
じ
町
立
病
院
 

、
く
高
尾
ロ
 

ン
し
伏
原
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
 

田エ 民 会 館 9 : 50- 9 : 56 

日 吉 神 社 9 : 58-10 : 00 

草 場 10 : 06-10 : 10 

大 久 保 10 : 15-10 : 18 

青柳不老園前 10 : 30-10 : 40 

高鶴窯元前 10 : 35-dO : 45 

原 田 10 : 40-10 : 50 

三区公民館前 10 : 45-10 : 55 

上 野 橋 10 : 48-10 : 58 

町立病院前 

高 尾 口 

10 : 53-b0 : 58 

10 : 55-il : 00 

伏 原 10 : 56-il : 05 

) 、 

※通過時刻の10分前にお集まりください 

一
 

夏
季
に
多
い
 

皮
膚
病
と
皮
膚
異
常
 

人
間
最
大
の
臓
器
と
い
え
ば
皮
膚
 

で
あ
る
。
成
人
体
重
の
十
六
％
、
そ
 

の
厚
さ
は
平
均
し
て
一
・
四
m

で
す
 

が
、
い
ろ
い
ろ
な
皮
膚
異
常
が
夏
季
 

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
 

皮
膚
は
表
皮
と
真
皮
お
よ
び
皮
下
 

組
織
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
表
 

皮
に
は
角
質
膚
、
真
皮
に
は
汗
腺
皮
 

脂
腺
、
皮
下
組
織
に
は
脂
肪
組
織
が
 

あ
り
ま
す
。
 

皮
膚
の
病
気
ま
た
は
異
常
を
起
し
 

て
く
る
原
因
と
し
て
は
大
体
次
の
よ
 

う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
①
外
因
的
に
皮
膚
表
面
 

の
常
在
菌
の
活
力
、
繁
殖
力
や
刺
激
 

が
あ
っ
て
、
 

一
方
②
内
因
的
に
皮
膚
 

側
の
各
組
織
の
代
謝
、
形
成
異
常
や
 

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
な
ど
に
よ
り
両
者
 

に
不
均
衡
が
生
じ
て
何
ら
か
の
症
状
 

が
出
て
く
る
。
例
え
ば
子
ど
も
の
と
 

び
ひ
・
お
で
き
・
水
虫
・
わ
き
が
・
 

あ
せ
も
・
多
汗
症
・
湿
疹
・
日
光
疹
 

な
ど
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
皮
膚
病
と
皮
膚
異
常
は
 

。m
ド
A
生ト‘】”mkd
斗
ド
ル
ド
s
●
ド
d
m
に
d
m
ド
y
 

ー

／

 

I 
ノ

ノ

 

夏
季
に
多
く
発
病
し
ま
す
。
 
い
う
ま
 

で
も
な
く
夏
の
暑
さ
と
湿
気
は
、
普
 

通
の
人
に
と
っ
て
も
不
快
を
生
じ
ま
 

す
。
皮
膚
の
表
面
に
常
在
菌
が
あ
り
 

特
に
汗
が
多
く
出
る
人
に
は
、
こ
れ
 

ら
の
細
菌
の
感
染
が
あ
る
と
、
と
び
 

ひ
・
あ
せ
も
・
に
き
び
・
わ
き
が
・
 

お
で
き
な
ど
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
 

す。 ま
た
、
カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
カ
ン
 

ジ
ダ
ー
（
専
門
的
に
は
真
菌
と
い
う
）
 

も
高
温
多
湿
の
夏
期
に
繁
殖
し
や
す
 

く
、
皮
膚
側
の
清
潔
度
が
落
ち
る
と
 

感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

主
な
も
の
は
、
日
常
生
活
で
よ
く
 

お
目
に
か
か
る
水
虫
・
イ
ン
キ
ン
タ
 

ム
シ
、
ゼ
ニ
タ
ム
シ
・
黒
ナ
マ
ズ
・
 

瓜
白
癖
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
 

の
皮
膚
病
も
皮
膚
の
清
潔
に
気
を
つ
 

け
れ
ば
あ
る
程
度
は
予
防
が
で
き
ま
 

す。 
〇
汗
に
関
す
る
話
 

m
ァ
セ
モ
廿
汗
腺
の
代
謝
異
常
に
よ
 

る
も
の
、
皮
膚
を
清
潔
に
す
る
こ
と
 

が
大
事
。
大
人
で
は
一
日
に
何
回
か
 

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
か
、
赤
ち
ゃ
 

ん
の
あ
せ
も
は
よ
く
行
水
を
さ
せ
て
 

や
る
。
 

②
多
汗
症
廿
汗
か
き
。
全
身
性
の
も
 

の
な
ら
内
科
的
な
疾
患
と
関
係
が
あ
 

"
 

り
（
糖
尿
病
と
か
甲
状
腺
の
病
気
）
 

局
所
性
の
も
の
な
ら
精
神
的
影
響
が
 

」 
」
 

主
で
あ
る
。
 

【
次
号
に
つ
づ
く
】
 

《 

町
立
病
院
内
科
医
長
 
林
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
池
田
 

義
道
 

（
中
組
）
 

金
一
封
 
太
田
 
典
明
 

（
大
久
保
）
 

金金金金金金 

封
 
藤
井
 
ト
メ
 

（
東
組
）
 

封
 
大
城
 
峯
吉
 

（
車
道
）
 

封
 
末
永
 
初
雄
 

（
町
営
伏
原
）
 

封
 
大
久
保
 
満
 

（
中
町
）
 

封
 
前
川
 
睦
夫
 

（
上
の
原
）
 

封
 
川
口
 

嘉
人
 

（
西
ケ
丘
）
 

【
寄
付
】
 

〇
笠
門
 
村
山
廿
5
千
円
 

〇
磯
田
 

忠
廿
3
千
円
 

【
福
祉
バ
ス
購
入
資
金
】
 

〇
大
城
 
峯
吉
廿
 10 

万
円
 

o
上
野
焼
協
同
組
合
廿
 19 

万
円
 

〇
川
口
 

嘉
人
廿
2
万
円
 

検 診 で 安 心 を1 9 月はガン征圧月間です 、心 
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し、 ・カ あ
 

り
区
 

＋
立
十
 

広
 

一

 

、
 

？の 
弁
、
 g

 
b
 

久
 

お
 

身
体
障
害
者
相
談
員
に
 

岩
城
辰
美
さ
ん
 

身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体
に
障
 

害
の
あ
る
方
が
た
の
色
い
ろ
な
相
談
に
 

応
じ
た
り
、
身
体
障
害
者
地
域
活
動
の
 

推
進
、
関
係
機
関
の
業
務
協
力
な
ど
、
 

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
福
祉
の
増
進
 

に
資
す
る
た
め
、
県
知
事
が
委
託
す
る
 

も
の
で
、
赤
池
町
で
は
岩
城
辰
美
さ
ん
 

が
委
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
岩
城
辰
美
（
大
字
赤
池
四
三
二
、
中
 

町
、
か
四
九
七
七
）
 

岩城辰美さん 

貸
金
業
を
営
む
方
は
 

登
録
の
手
続
き
を
 

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
が
 

本
年
十
一
月
一
日
か
ら
本
格
的
に
施
行
 

さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
結
果
、
本
年
十
一
月
一
日
以
後
 

に
お
い
て
、
貸
金
業
を
営
む
に
は
、
新
 

規
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
旧
出
資
金
に
よ
 

る
届
出
を
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
、
 

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
 

ま
だ
登
録
を
受
け
て
お
ら
れ
な
●
方
は
 

早
急
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
プ
 

▽
登
録
申
請
の
問
合
せ
先
 

①
県
庁
通
商
金
融
課
（
福
岡
市
博
多
区
 

東
公
園
七
番
七
号
、
か
0
9
2
1
6
 

5
1
1
1
1
1
1

) 

②
福
岡
県
貸
金
業
協
会
筑
豊
支
部
（
飯
 

塚
市
西
徳
前
一
番
一
号
、
か
0
9
4
 

8
1
 
2
3
1
 
0
7
1
3

)

 

な
お
、
同
法
律
に
つ
い
て
の
最
後
の
 

説
明
会
が
九
月
四
日
、
午
後
一
時
半
か
 

ら
県
庁
三
階
講
堂
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

援
護
業
務
の
 

移
動
相
談
 

次
の
と
お
り
援
護
業
務
の
移
動
相
談
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
・
場
所
 

〇
9
月
 27 

日
困
 
県
直
方
総
合
庁
舎
 

〇
9
月
 28 

日
囲
 

田
川
市
役
所
3
階
 

い
ず
れ
も
 10 

時
か
ら
 15
 

時
半
ま
で
 

▽
受
付
相
談
事
項
 

〇
旧
軍
人
等
の
恩
給
〇
戦
傷
病
者
に
対
 

す
る
援
護
〇
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
 

る
援
護
〇
旧
軍
人
等
の
叙
位
叙
勲
〇
中
 

国
等
か
ら
の
引
揚
者
お
よ
び
未
引
揚
者
 

に
対
す
る
援
護
〇
そ
の
他
 

心
臓
病
の
健
康
講
習
会
 

心
臓
病
に
関
す
る
健
康
講
習
会
が
開
 

か
れ
ま
す
。
 

講
師
は
、
・
心
臓
病
の
権
威
あ
る
先
生
 

で
、
ス
ラ
イ
ド
映
画
の
ほ
か
、
運
動
・
 

食
事
な
ど
日
常
生
活
の
指
導
が
行
わ
れ
 

ま
す
。
 
お
誘
い
合
せ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
・
時
 
10 

月
7

日
⑧
 

10 

時
か
ら
 

▽
場
所
 

田
川
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
講
師
 

小
倉
記
念
病
院
循
環
器
科
内
 

科
部
長
延
吉
正
清
先
生
、
同
小
児
科
 

循
環
器
科
添
田
健
先
生
、
田
川
市
立
 

病
院
副
院
長
棟
久
龍
夫
先
生
 

▽
問
合
せ
先
 

田
川
心
臓
を
守
る
会
 

。
0
9
4
7
4
1
 2

1

 

5
2
2
7
 

成
人
病
の
予
防
に
 

一
般
健
康
診
査
を
 

昭
和
五
十
八
年
二
月
に
施
行
さ
れ
た
 

老
人
保
健
医
療
制
度
に
よ
り
、
 
一
般
健
 

康
診
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

健
康
は
健
康
づ
く
り
の
出
発
点
。
健
 

診
を
受
け
て
自
分
の
健
康
の
程
度
を
知
 

り
、
成
人
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
 

▽
日
時
・
場
所
 

①
9
月
5

日
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

②
9
月
 11 

日
 
九
区
公
民
館
 

い
ず
れ
も
 13 

時
半
か
ら
 14
 

時
半
受
付
 

▽
対
象
者
 
四
十
歳
以
上
の
方
 

▽
料
金
 

一
般
検
査
ー
百
円
 
精
密
検
 

査
廿
五
百
円
、
た
だ
し
七
十
歳
以
上
 

の
方
は
無
料
で
す
。
 

▽
検
査
項
目
 

一
般
検
査
廿
問
診
、
身
 

体
計
測
、
理
学
的
検
査
、
血
圧
測
定
 

検
尿
。
精
密
検
査
廿
心
電
図
、
眼
底
 

検
査
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
、
 

貧
血
検
査
、
肝
機
能
・
血
糖
検
査
 

※
当
日
は
中
食
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
・
。
 

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
 

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
精
密
検
査
 

は
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
の
み
実
 

施
し
ま
す
。
 

▽
問
い
合
せ
先
 
役
場
社
会
衛
生
係
 

自
 
衛
 

官
 
募
 
集
 

次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
 

ま
す
。
 

募集種目 資 格 受付期間 1次試験期日 

防衛大学校 

学 生 

高卒（見込） 

21歳末満 

10月1日から 

10月27日まで 
11月2日・ 3 日 

自衛隊生徒 
中卒（見込） 

17歳未満 

11月1日から 
60年1月5日 
まで 

60年1月8 日 

2 等 

陸・海・空士 

18歳以上 

25歳未満 

年間を通じて 

受付け 

受付時に指定 
来春高卒予定者 
は10月1日以降 

▽
問
合
せ
先
 
飯
塚
募
集
事
務
所
（
飯
 

塚
市
横
田
八
二
〇
、
か
0
9
4
8
I
 

2
2
1
 
4
8
4
7

)

 

住
宅
建
築
の
研
修
会
 

次
の
と
お
り
住
宅
建
築
に
関
す
る
研
 

修
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
内
容
 

〇
技
術
者
研
修
廿
住
宅
の
施
工
ー
地
盤
 

基
礎
の
巻
 

〇
経
営
研
修
廿
社
員
教
育
法
 

▽
日
時
 

〇
技
術
研
修
 

9
月
 11 

日
因
 

〇
経
営
研
修
 

9
月
 18 

日
因
 

▽
場
所
 
福
岡
市
中
央
区
天
神
 
天
神
 

ビ
ル
十
一
階
ホ
ー
ル
 

▽
申
し
込
み
、
間
い
合
せ
先
 

岡
福
岡
県
住
宅
セ
ン
タ
ー
 

か
0
9
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こ
の
制
度
は
昭
和
三
十
四
年
、
国
の
 

中
小
企
業
対
策
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
 

れ
た
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
 
に
 

基
づ
き
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、
中
小
企
 

業
の
従
業
員
の
福
祉
の
増
進
と
雇
用
の
 

安
定
を
計
り
、
中
小
企
業
の
振
興
と
発
 

展
に
役
立
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
 

も
の
で
す
。
 

加
入
で
き
る
の
は
、
常
用
従
業
員
が
 

一
人
以
上
三
百
人
以
下
か
、
資
本
金
等
 

が
一
億
円
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
 

る
中
小
企
業
で
す
。
 

掛
金
は
千
二
百
円
か
ら
一
万
六
千
円
 

ま
で
十
九
種
類
あ
り
、
企
業
の
実
態
に
 

合
っ
た
退
職
金
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
 

掛
金
は
全
額
免
税
の
と
り
扱
い
に
な
 

り
、
ま
た
退
職
金
に
は
国
か
ら
一
定
の
 

補
助
金
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。
 

す
で
に
、
退
職
金
制
度
、
の
あ
る
企
業
 

で
も
、
本
制
度
を
併
せ
て
利
用
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
、
不
明
な
点
 

に
つ
い
て
は
、
次
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

▽
飯
塚
市
吉
原
町
六
番
十
二
号
 
福
岡
 

県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
福
祉
課
 

合
0
9
4
8
1
2
2
1
1
1
4
9
 


